
SkyOnDemandオンラインセミナー 

～第9回：応用編～ 
作ってみよう【1】 実践的！高度な連携処理の作成 



音声や映像が遅延している 
場合は、こちらをクリックして 
ください。 

ご質問や音声が途切れたなど 
ございましたら、こちらよりコメント 
ください。 

事前確認 
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SkyOnDemandの活用術を、毎月テーマに沿ってお届けします。 
過去のウェビナーの動画・資料は、下記URLよりご覧頂けます。 

http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/  

前回までのセミナー 
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http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/
http://www.terrasky.co.jp/document/skyondemand/


～第9回：応用編～ 

本日のゴール 

本日のテーマ 

作ってみよう【1】  
～実践的！高度な連携処理の作成 前半～ 

・例外監視処理、条件分岐処理、ログ出力処理を組み合わせ、 
 より複雑な連携処理の作成方法を学ぶ。 
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本日のシナリオ 
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本日作成するシナリオは以下の内容です。 

実装する処理 CSV形式の取引先データをSalesforceの取引先オブジェクトにUPSERTする。 

エラー内容と処理 ①Salesforceに接続する際の接続エラーを検知し、ログに出力する。 
②Salesforceの取引先オブジェクトへのUPSERTがエラーになったレコードが 
  ある場合は、エラーレコードをCSVファイルに出力します。 
 

利用する処理 
1. CSVファイル読み取り  
2. Salesforceデータの書き込み(UPSERT) 
3. 例外監視 
4. 条件分岐 
5. ログ出力 
6. CSVファイル書き込み 
 



連携処理作成ステップ 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する 
   CSV形式の取引先データを読み取り、Salesforceの取引先オブジェクトにUPSERTする。  

① CSV「Account.csv」の読み取り 
② Salesforceの「取引先」オブジェクトへ書込み 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する 
   例外監視処理およびログ出力処理を利用し、セールスフォース認証エラーが発生した際に、ログを出力 
   する処理を設定する。  

① 「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
② 例外処理(ログ出力)の設定 

 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する 
   条件分岐処理を作成し、取引先オブジェクトへのUPSERTがエラーになった際に、エラーとなったレコー 
     ドを、エラーCSVに出力する。 

①  条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
②  エラーとなったレコードをCSVに出力 



入力元と出力先イメージ 
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入力元CSVファイル 
 6件の取引先レコード 
 レコードの内容：取引先No、取引先名、電話番号、郵便番号、都道府県、市区群、町名番地 

出力先Salesforce取引先オブジェクト 



連携スクリプトイメージ 
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連携処理完成後のスクリプトイメージ 



作ってみよう！ 
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①グローバルリソースの設定 
 ・WebStudioのメニューバーより、コントロールパネル＞グローバルリソースの設定を選択 

 ・新しいグローバルリソースの追加＞リソースの種類の選択 
  クラウド＞Salesforceを選択し、接続先SalesforceのID/PWを登録 
  
   ※詳細は、「第2回基本編 さわってみよう① 取引先データをSalesforceにファイル連携」をご確  
      認ください。   
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事前準備(1/2) 

▼コントロールパネル 
▼グローバルリソース設定画面 



②アプリケーションログ出力先の設定 
 ・WebStudioのメニューバーより、コントロールパネル＞アプリケーションログ出力先の設定を選択 

 ・新しいアプリケーションログ出力先の設定よりログの出力先を設定 
 
 ※詳細は、「第8回：基本編 使ってみよう③ エラー処理で効率的な運用を実現」をご確認ください。   
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事前準備(2/2) 

▼コントロールパネル 
▼アプリケーションログ出力先設定画面 



連携処理作成ステップ 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する 
   CSV形式の取引先データを読み取り、Salesforceの取引先オブジェクトにUPSERTする。  

① CSV「Account.csv」の読み取り 
② Salesforceの「取引先」オブジェクトへ書込み 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する 
   例外監視処理およびログ出力処理を利用し、セールスフォース認証エラーが発生した際に、ログを出力 
   する処理を設定する。  

① 「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
② 例外処理(ログ出力)の設定 

 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する 
   条件分岐処理を作成し、取引先オブジェクトへのUPSERTがエラーになった際に、エラーとなったレコー 
     ドを、エラーCSVに出力する。 

①  条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
②  エラーとなったレコードをCSVに出力 



①CSV「Account.csv」の読み取り  
  ツールパレット＞ファイル＞CSV＞CSVファイル読み取りアイコンをキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(1/8) 



①CSV「Account.csv」の読み取り    
  ・CSVファイル読み取りウィンドウが表示されます。ファイルの格納先を選択し、列一覧の更新をクリックします。 
  ・「読み取り設定」タブを開き、「最初の行は値として取得しない」にチェックを入れます。 
  ・完了をクリックします。 
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●今回読み取るCSVファイル「Accounts.csv」 

1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(2/8) 



①CSV「Account.csv」の読み取り   
  CSVファイルの読み取り設定は完了です。 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(3/8) 



②Salesforce「取引先」オブジェクトへの書き込み 
  ツールパレット＞クラウド＞Salesforce＞「データ書き込み(UPSERT)」アイコンをキャンバスに 
  ドラッグ＆ドロップします。 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(4/8) 



②Salesforce「取引先」オブジェクトへの書き込み 
 接続先：あらかじめグローバルリソースで設定をした接続先のSalesforceを選択 
 テーブル名：「Account(取引先)」を選択 
  スキーマの作成：取引先No、取引先名、郵便番号、都道府県、市区群、町名・番地を選択 
 オプション設定タブ: 「更新結果取得処理」の「取得する」を選択します。(デフォルトは「取得する」です。) 
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取得した結果情報を 
エラーCSV作成時に利用します！ 

1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(5/8) 



②Salesforce「取引先」オブジェクトへの書き込み 
 取引先への書き込み設定は完了です。 

17 

1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(6/8) 



③マッピング設定 
   CSVファイル読み取りのアイコン「取引先CSV読取り」からSalesforceデータ書き込みのアイコン「取引先データ書込 
   み」へプロセスフローとデータフローを引き、マッピングを追加します。 
     入力元から出力元へ項目の移送設定を行います。 

18 
※今回はデータの加工は行わず、項目移送のみで進めます。 

1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(7/8) 



  これで取引先データの取り込み処理は完成です。 

1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する(8/8) 



連携処理作成ステップ 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する 
   CSV形式の取引先データを読み取り、Salesforceの取引先オブジェクトにUPSERTする。  

① CSV「Account.csv」の読み取り 
② Salesforceの「取引先」オブジェクトへ書込み 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する 
   例外監視処理およびログ出力処理を利用し、セールスフォース認証エラーが発生した際に、ログを出力 
   する処理を設定する。  

① 「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
② 例外処理(ログ出力)の設定 

 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する 
   条件分岐処理を作成し、取引先オブジェクトへのUPSERTがエラーになった際に、エラーとなったレコー 

     ドを、エラーCSVに出力する。 
①  条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
②  エラーとなったレコードをCSVに出力 
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2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する(1/5) 

①「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
  ツールパレット＞基本＞フロー＞「例外監視」アイコンをキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 
  例外監視アイコンはデフォルトが4つのアイコンで構成されています。 
  ※例外監視アイコンの詳細説明は、第8回基本編のP19をご確認ください。 
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①「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
  監視処理アイコン「Try」の後ろに、例外監視の対象となる処理をつなぎます。 
  今回は、ステップ①で作成した取引先へのデータ書込みを対象とするので、「Try」アイコンの後ろに「取引先データ書 
  込み」アイコンをつなぎます。 
  ※データフローは「mapping 」から「取引先データ書込み」につないだままです。 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する(2/5) 
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②例外処理(ログ出力)の設定 
  次に例外監視処理にてエラーが発生した場合の例外処理の設定を行います。 
  今回の例外処理はログの出力です。 
    ツールパレット＞基本＞処理＞「ログ出力」アイコンをキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する(3/5) 
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②例外処理(ログ出力)の設定 
  ログ出力処理設定画面が表示されます。 
   予め作成しておいたログの出力先と、ログレベルを設定し、エラーメッセージを作成します。 

ログの出力は、あらかじめアプリケーションログの出力先設定を 
行っておく必要があります。アプリケーションログの出力先の設定は、
第8回基本編のP21～P24をご確認ください。 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する(4/5) 
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②例外処理(ログ出力)の設定 
  これで、「セールスフォースへの認証エラー時にログを出力する」が完了となります。 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する(5/5) 



連携処理作成ステップ 
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1. メイン処理「取引先データの取り込み」を作成する 
   CSV形式の取引先データを読み取り、Salesforceの取引先オブジェクトにUPSERTする。  

① CSV「Account.csv」の読み取り 
② Salesforceの「取引先」オブジェクトへ書込み 

2. セールスフォースへの認証エラー対応処理を作成する 
   例外監視処理およびログ出力処理を利用し、セールスフォース認証エラーが発生した際に、ログを出力 
   する処理を設定する。  

① 「取引先のデータ取込み」処理を、例外監視対象に設定 
② 例外処理(ログ出力)の設定 

 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する 
   条件分岐処理を作成し、取引先オブジェクトへのUPSERTがエラーになった際に、エラーとなったレコー 
     ドを、エラーCSVに出力する。 

①  条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
②  エラーとなったレコードをCSVに出力 
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3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(1/11) 

①条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
  ツールパレット＞基本＞フロー＞「条件分岐」アイコンをキャンバスにドラッグ＆ドロップいたします。 

    条件分岐アイコンはデフォルトで3つのアイコンで構成されています。 
   ※条件分岐アイコンの詳細説明は、第6回基本編のP14～P29をご確認ください。 
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①条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
  条件(Condition)アイコンをクリックし、条件設定画面を開きます。 
    条件：「Salesforceの取引先オブジェクトにUPSERTができなかったレコードがある場合」という設定を行います。 
     追加ボタンをクリック＞「条件未設定」をダブルクリックし、条件の設定を行います。    

※今回は、「エラーカウント0と等しくない場合」という設定をしておきます。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(2/11) 
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①条件分岐処理でUPSERTエラー件数を判定 
  これで条件分岐処理の設定は完了です。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(3/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
   ①の条件分岐処理でエラーレコードを判定した場合に、エラーレコードをCSVに出力する設定を行います。 

  ツールパレット＞ファイル＞CSV＞「CSVファイル書き込み」アイコンをキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(4/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  CSVファイル書き込み設定画面が表示されます。 
  エラーファイルの出力先を設定し、CSVファイルの列一覧を設定します。※ 
  オプション設定にて、「一行目に列名を挿入」に✓をいれます。 

※エラーレコード出力のポイント 

列一覧の設定時に、更新したデータに加え
UPSERT処理の更新結果として、以下３
項目を受け渡すための、項目を追加します。 

・CSV行番号 
・ステータスコード 
・エラーメッセージ 

これらの更新結果は、データ書き込み
(UPSERT)処理のオプション設定にて、 
更新結果取得を「取得する」にすると、結
果を取得することができます。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(5/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  次に、データフローの設定・マッピングの設定を行います。 
   「取引先データ書き込み」アイコンから、「エラーレコードCSV出力」アイコンにデータフローを引きマッピングを設定します。 

１． 

２． 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(6/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  mappingアイコンをクリックし、マッピングの設定をします。 
   入力元の「取引先データ書込み 」 には、UPSERT更新項目に加え、取得した更新結果項目が並んでいます。 
   出力先に項目追加した「CSV行番号」「成功フラグ」「エラーメッセージ」に更新結果をマッピングします。 

入力元「取引先データ書込み」 出力先「エラーレコードCSV出力」 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(7/11) 
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    更新結果には以下の種類があります。 

入力データ 列名 説明 

 ⑥更新結果_エラーステータスコード   
    (upsert_result_error_status_code)  SalesforceのAPIが返すステータスコードを出力します。 

②更新結果_エラーメッセージ 
  (upsert_result_error_message) 

SalesforceのAPIが返すステータスコードを出力します。 

③更新結果_行番号 
  (upsert_result_row_number) 

入力スキーマに渡されたデータ内のノードの位置に基づいて
番号を出力します。 

今回マッピングする項目は以下になります。 

④更新結果_ID (upsert_result_id)  SalesforceのIDを出力します。 

⑤更新結果_新規作成フラグ   
 (upsert_result_is_created) 

新規作成フラグを出力します。 
 [true]:レコードが新規作成されました。 
 [false]:レコードの新規作成は行われませんでした。 

 ⑥更新結果_成功フラグ   
  (upsert_result_is_success) 
 
 

 成功フラグを出力します。 
  [true]:処理に成功しました。 
  [false]:処理に失敗しました。 

その他にも、以下の更新結果が取得可能です。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(8/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  今回は、エラーとなったレコードのみをCSV出力するので、ロジックアイコンを利用して、 
   更新結果_成功フラグが「fasle」のレコードのみをCSVファイルに出力するためのマッピング設定を行います。 
     

利用するロジックアイコン 

 
①条件による抽出 
  ツールパレット＞繰り返し＞条件指定＞条件による抽出 
    ・条件にマッチしたもののみ繰り返して出力します。 
  ・1つ目のハンドラがループを、2つ目のハンドラが真偽値を設定します。 

②Not演算 
  ツールパレット＞条件＞真偽＞Not演算 
  ・入力真偽値の否定(NOT論理)を返します。  
    

●nullオプション 
入力データにnullが含まれていた場合の処理を指定することができます。 
 
①nullをfalesに変換オプション・・・nullをfalseに変換し、処理を継続します。 
②一方でもnullならばnullを出力する・・・入力ハンドラの一方でもnullの場合は、 
                         nullを出力します。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(9/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  対象となる出力先項目にマッピングを設定します。    

①項目「更新結果_成功フラグ」の値を「 Not演算」ロジックアイコンで否定形にすると、 
  「成功フラグがTrueではない(エラー)」という条件を指定することができます。 
②「条件による抽出」ロジックアイコンで、①の条件に合致したレコードのみ繰り返し結果を返します。 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(10/11) 
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②エラーとなったレコードをCSVに出力 
  最後に、すべてのアイコンを以下のステップでプロセスフローをつなぎます。    

１. 

2. 

3. 

条件分岐処理を完成させます。 

条件分岐処理を例外監視処理の中に 
含めるようみ、プロセスフローを引きます。 
 

これで設定は完成です！！ 

3. UPSERTエラーへの対応処理を作成する(11/11) 



本日のゴール 

本日のまとめ 

38 

・例外監視処理、条件分岐処理、ログ出力処理を組み合わせ、 
 より複雑な連携処理の作成方法を学ぶ。 



お役立ち情報 

SkyOnDemandの活用事例が知りたい！ 

SkyOnDemandを実際に試してみたい！ 

その他ご質問事項 

・ 1月29日(木) クラウド連携のスタンダード【SkyOnDemand】ご紹介＆体験セミナー 
            第1部 ご紹介セミナー 

・ 1月29日(木) クラウド連携のスタンダード【SkyOnDemand】ご紹介＆体験セミナー 
            第2部 体験セミナー 

下記までお気軽にご連絡ください！ 
      TEL：   03-5255-3411 
      Email:  product.sales@terrasky.co.jp 

▼お申込みはこちらから 
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0129-001.php 

▼お申込みはこちらから 
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0129-001.php 

・  トライアル(1ヶ月)お申込み 
   
 

▼お申込みはこちらから 
https://www.terrasky.co.jp/contact/trial/index.php  

https://www.terrasky.co.jp/contact/trial/index.php
https://www.terrasky.co.jp/contact/trial/index.php


次回のオンラインセミナー 

～10回：応用編～ 

日時 ：２ 月 10  日(火) 16:30～16:55 
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0210-002.php 
 

作ってみよう② 
実践的！高度な連携処理の作成 – 後半 － 

http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0210-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0210-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0210-002.php
http://www.terrasky.co.jp/event/2015/0210-002.php


ご清聴ありがとうございました 
アンケートにご協力ください。 


